
１０：００－１１：００ 受　付・ポスターセッション

１１：００ － １１：０５ 挨　拶
　　　　  　　ＫＲＩ 常務執行役員 木下 肇

１１：０５ － １１：２０ ワークショップ開催にあたり
　　　　  　　旭化成株式会社 名誉フェロー 吉野 彰 氏
　　　　  　　株式会社ＫＲＩ 特別顧問

１１：２０－１２：００ EVのゆくえと各国のおもわく
　～ポリシーメーカーによる雇用・資源獲得政策としての

EVシフト、モノづくりから価値づくりへの発想の転換～

　　　　　　　Mobility Open Blockchain Initiative　理事
　　　　  　　株式会社伊藤忠総研　上席主任研究員 深尾 三四郎 氏

１２：００－１３：３０

１３：３０ － １４：１０ リチウムイオン電池リサイクルの取り組みについて
　～リサイクルの本質的な課題とはなにか、そして中長期対応は～

　　　　  　　一般社団法人日本自動車工業会
　　　　  　　環境技術・政策委員会 リサイクル・廃棄物部会　部会長 嶋村 高士 氏

１４：１０－１４：５０ 社会インフラとしての蓄電システム活用の動向と課題・対応について
　　　　  　　独立行政法人製品評価技術基盤機構
　　　　  　　国際評価技術本部 国際規格課　技術アドバイザー 田中 晃司 氏

１４：５０－１５：３０ 脱レアメタルに対する動向と資源課題への対応
　～元素戦略電池の開発動向～

　　　　  　　国立大学法人京都大学
　　　　  　　大学院人間・環境学研究科 人間・環境学専攻　教授 内本 喜晴 氏

１５：３０－１６：３０ パネルディスカッション
「蓄電社会、このまま進むのか？」
  〜蓄電池と資源、リサイクル、社会インフラをどう考える〜

　　　　  　　パネリスト：深尾 三四郎 氏
　　　　  　　パネリスト：嶋村 高士 氏
　　　　  　　パネリスト：田中 晃司 氏
　　　　  　　パネリスト：内本 喜晴 氏

　　　　  　　モデレータ：吉野 彰 氏

お問い合わせ：ＫＲＩ　エネルギー変換研究部　林　TEL 075-315-9259 FAX 075-315-9279

ＫＲＩ　ワークショップ2023

「蓄電社会、このまま進むのか？」
〜蓄電池と資源、リサイクル、社会インフラをどう考える〜

エネルギー変換研究部

●と　き　 ２０２３年１０月２７日（金）
●ところ　京都リサーチパーク1号館 サイエンスホールからのWebライブ配信（参加費無料）

昼 食・ポスターセッション



蓄電社会、このまま進むのか？
〜蓄電池と資源、リサイクル、社会インフラをどう考える〜

エネルギー変換研究部

ワークショップ趣旨：

　現在、ＳＤＧｓ、カーボンニュートラルといった社会的要求を背景として、リチウムイオン電池（ＬＩＢ）の需要は右
肩上がりの伸長を見せています。こうしたＬＩＢの急激な需要拡大に国際情勢の大きな変化が相まって、国家間
の利害関係の発生、国家のおもわくは？ 資源は大丈夫なのか？ 社会インフラは大丈夫なのか？ といった懸
念事項が顕在化してまいりました。本年のワークショップは、吉野彰先生にコーディネートをお願いし、拡大を続
ける蓄電社会における資源・環境課題や社会インフラへの適用にスポットを充て、蓄電池の在り方や蓄電社会
の今後の進む方向について考えてまいりたいと思います。具体的には、欧州、米国などの蓄電に対するおもわ
く、資源枯渇リスクを抱える蓄電池の今後、持続的に蓄電社会を支えるためのリサイクルの現状と将来、さら
に、電力需給調整、ＩＴ社会における電力ソースとして社会基盤を支える蓄電インフラなどを取り上げます。
　本年度のワークショップは、4名の先生方（Mobility Open Blockchain Initiative 理事／伊藤忠総研 上席主任
研究員 深尾三四郎先生、日本自動車工業会 リサイクル・廃棄物部会長 嶋村高士先生、製品評価技術基盤
機構 技術アドバイザー 田中晃司先生、京都大学 教授 内本喜晴先生）にご講演をお願いし、先生方のご研
究、お考えなどのご紹介、将来に向けた想いをお話しいただく予定です。また、各先生のご講演の後、旭化成
名誉フェロー／ＫＲＩ 特別顧問 吉野彰先生と4名の先生方によるパネルディスカッションを予定しております。

コーディネーター・パネルディスカッションモデレータ ご紹介：

旭化成株式会社 名誉フェロー／ＫＲＩ 特別顧問　吉野 彰　氏

（ご紹介）
　国内、国外の団体から多くの賞を受賞し、2004年度には紫綬褒章、2013年にロシアのGlobal Energy Prize、
2014年に米国のNational Academy Charles Stark Draper Prize、2018年に日本国際賞を受賞。
　2019年には、欧州発明家賞、ノーベル化学賞を受賞。

講演者・パネリスト ご紹介：

Mobility Open Blockchain Initiative 理事／株式会社伊藤忠総研 上席主任研究員　深尾 三四郎　氏

（ご紹介）
1981年生まれ。経団連奨学生として麻布高校から英UWCに留学し国際バカロレアを取得。2003年英ロンドン・
スクール・オブ・エコノミクス（LSE）地理・環境学部卒。ヘッジファンドや国内外金融機関でのアナリストを経て、
2019年より現職。自動車業界で世界最大のブロックチェーン国際標準化団体「MOBI」ではアジア人として唯一
の理事も務める。

一般社団法人日本自動車工業会 リサイクル・廃棄物部会 部会長　嶋村 高士　氏

（ご紹介）
1991年 トヨタ自動車株式会社入社。国内営業部門にてマーケティング業務を担当後、1998年 環境部に異動。
自動車リサイクル法(2005年施行)の運用の仕組み構築、トヨタ車のニッケル水素バッテリーのリサイクルシステ
ム等を構築。現在、環境エンジニアリング部 循環型社会グループ 担当部長。一般社団法人日本自動車工業
会 リサイクル・廃棄物部会 部会長、中央環境審議会循環型社会部会自動車リサイクル専門委員会 委員、現
在に至る。

独立行政法人製品評価技術基盤機構 技術アドバイザー　田中 晃司　氏

（ご紹介）
1981年4月 東京電力株式会社入社、変電所の建設・運用・技術を順次担務。1997年7月 技術開発研究所にて
NAS電池等の研究開発に従事。2001年10月 本店営業部門にて蓄電池の提案・エンジニアリング業務に従事。
2009年2月 スペシャリスト（蓄電池活用ソリューション技術）に就任。2016年4月 東京電力エナジーパートナー
株式会社にて蓄電池活用戦略に従事。2020年4月 独立行政法人製品評価技術基盤機構（NITE）を兼務、蓄電
システムのマルチユース評価検討業務に従事、現在に至る。

国立大学法人京都大学 教授　内本 喜晴　氏

（ご紹介）
2007年4月より、現職である京都大学 大学院人間・環境学研究科 人間・環境学専攻 教授就任。リチウムイオ
ン電池、革新型二次電池、燃料電池など電気化学デバイスの性能向上に関する研究を幅広く展開。1993年11
月 工業電解奨励賞、1997年 3月 電気化学会進歩賞・佐野賞、1999年11月 電池技術委員会賞、2004年 9月
日本機械学会熱工学部門優秀講演論文賞、2015年3月 電気化学会論文賞など受賞。


